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計
日本の総人口

○ 富山県の人口は、全国より 10年早い 1998（H10）年をピークに減少に転じる
○ 年齢３区分別の人口構成をみると、65歳以上が拡大する一方、15歳未満は減少が

 続いており、人口構成が変化

（出典）総務省統計局「人口推計」、富山県「人口移動調査」（いずれも各年10月1日現在）※2024.4は4.1現在

999

（千人） （千人）

富山県のピーク
1998年（H10）年

1,126千人

日本のピーク
2008年（H20）年

128,084千人
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参考資料２

第２回富山県人口未来構想本部会議（R6.6.6）配布資料１
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自然増減数 社会増減数

純増減

○自然動態（出生－死亡）は、マイナス幅が増加傾向
○社会動態（転入－転出）は、外国人の移動増加などにより、マイナス幅が縮減
するも、2019（R元）年以降は マイナスが続いている状況

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ
2008年（H20）年

（出典）富山県「人口移動調査」（前年10月1日～当年9月30日）

（人）

外国人の転入超過の影響
2016年：＋988人
2017年：＋1,347人
2018年：＋2,024人

バブル崩壊
1991年（H3）年

転入超過
1993～1997
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2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

富山県人口ビジョン

‣ 合計特殊出生率の上昇
2030年 県民希望出生率 １.９ を達成
2040年 人口置換水準 ２.０７ を達成

社
会
動
態

‣ 若者の転出抑制と転入促進
2020年 若者世代の移動均衡を達成
（15～34歳の1,550人の転出超過を改善）

2006～07：1.34 → 2016：1.50 → 2017：1.55 → 
2018：1.52 → 2019：1.53 → 2020：1.44 → 
2021：1.42 → 2022：1.46

（万人
）

109.3
103.5

97.6
91.5

85.9
80.6

国立社会保障・人口問題研究所 （Ｈ25推計）

【合計特殊出生率】 1.4程度で推移
【社会増減】 人口流出が段階的に減少

              ⇒ 2020年までに転出超過が半減
                2020年からは半減のまま継続

国立社会保障・人口問題研究所（Ｈ30推計）

【合計特殊出生率】 1.45程度で推移
【社会増減】 2020～2025年の間に転入超過

に転じ、以降継続

自
然
動
態

9.7万人の
乖離

国立社会保障・人口問題研究所（R5推計）
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現行の富山県人口ビジョン（H27推計）と、以下の想定を基に試算した結果を比較
・現行ビジョン ①自然動態：出生率が2015年に1.45、2030年に1.9、2045年に2.07達成

②社会動態：2020年に15～34歳の転出超過（1,550人）が改善し、以降改善が継続
・想定１ ：①自然動態のみ反映、②社会動態は反映せず
・想定２ ：①自然動態は反映せず、②社会動態のみ反映
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単位：万人

1.608
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1.822
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現行の富山県人口ビジョン（H27推計）と、以下の想定を基に試算した結果を比較
・現行ビジョン ①自然動態：出生率が2015年に1.45、2030年に1.9、2045年に2.07達成

②社会動態：2020年に15～34歳の転出超過（1,550人）が改善し、以降改善が継続
・想定１ ：①自然動態のみ反映、②社会動態は反映せず

男性 女性

現行ビジョン
の推計

想定１ 想定１ 現行ビジョン
の推計

【 2060年】
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現行の富山県人口ビジョン（H27推計）と、以下の想定を基に試算した結果を比較
・現行ビジョン ①自然動態：出生率が2015年に1.45、2030年に1.9、2045年に2.07達成

②社会動態：2020年に15～34歳の転出超過（1,550人）が改善し、以降改善が継続
・想定２ ：①自然動態は反映せず、②社会動態のみ反映

男性 女性

現行ビジョン
の推計

現行ビジョン
の推計

想定２想定２

【 2060年】
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○本県の出生数は年々減少しており、令和５年には5,512人と過去最少となっている。

資料：人口動態統計(厚生労働省)

10,170 

5,512 

2.12 

1.34 

1.35 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

S25
(1950)

S30
('55)

S35
('60)

S40
('65)

S45
('70)

S50
('75)

S55
('80)

S60
('85)

H2
('90)
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(2000)
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H22
('10)

H27
('15)

R2
('20)

ひのえうま
（S41（1966）年）

前年に比べて約26％減

（人）

第２次ベビーブーム
（S46(1971)～S49(’74)年）

団塊ジュニア世代

人

人

R5

(′23)

出生数・合計特殊出生率の推移（富山県）

令和６年度富山県子育て支援・少子化対策県民会議
第１回基本計画策定部会(R6.5.16開催) 資料３から抜粋
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（出典）厚生労働省「令和２年都道府県別生命表」

○平均寿命（０歳平均余命）は、全国、富山県ともに上昇傾向にある。
○富山県の平均寿命は、男性81.74歳、女性87.97歳で、全国平均よりもやや高い数値となって

いる。
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（出典）厚生労働省「人口動態統計」
※2023年は「人口動態月報年計（概数）」

○全国の死亡数は増加傾向にあり、10年前の2013年(H26)と比較して、24.2％増加している。
〇本県の死亡数も、全国同様、増加傾向にあり、2013年(H26)と比較して、20.3％(2,546人)

増加している。
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○富山県の15歳～34歳の社会移動の状況を見ると、2023年は788人の転出超過となっている。

○ここ数年は、増減はしているものの、男性・女性ともに転出超過が継続。

（出典）富山県「人口移動調査」（前年10月1日～当年9月30日までの社会増減数）
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2022年 △2,047人 1,032人 △1,015人

2023年 △2,280人 1,492人 △788人

転 出 超 過 転 入 超 過
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（出典）富山県「人口移動調査」（前年10月1日～当年9月30日までの社会増減数） 11
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（出典）富山県「人口移動調査」（前年10月1日～当年9月30日までの社会増減数）
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出典：住民基本台帳人口移動報告（2023年結果） 12

(人）

○全国的に見ると、転出超過となっている道府県が多い一方、首都圏への転入超過が顕著。



（出典）総務省「住民基本台帳移動報告」（2023年）

○本県の2023年（R5）の移動率は、転入が1.38％、転出が1.56％であり、転入は高い方から
36番目、転出は低い方から４番目に位置している。
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〇県外からの移住者数は年々増加しており、R5年度は過去最高の966名
〇世帯主の年代では、20～40代が439世帯で全体の75.0％

〇移住前居住地では、東京都からの移住者が最多の253名
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〇 世帯主の年代 〇 移住前居住地（移住者数上位５位）

移住前居住地 移住者数（人）

東京都 253(26.2%)

石川県 153(15.8%)

神奈川県 80(8.3%)

愛知県 74(7.7%)

埼玉県 56(5.8%)

首都圏
 (東京,神奈川,千葉,埼玉)

 430人(44.5%)
大阪圏
(大阪,京都,兵庫)

 90人(9.3%)
名古屋圏
(愛知,三重,岐阜)

 96人(9.9%)

〇 県・市町村の相談窓口等を通した移住者数の推移
（人）
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